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アジア の窓
　
イ
ラ
ク
情
勢
は
ま
す
ま
す
緊
迫
の
度
を
深
め
て
お
り
、
焦
点
は
ア
メ
リ
カ
の
侵
攻
作
戦
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
移
っ
て
き
た
。
イ
ラ
ク
情
勢
の
展
開
は
世
界
の
も
う
一
つ
の
緊
張
の
種
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
へ
の
対
応
の
仕
方
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
全
般
的
な
政
治
、
安
全
保
障
、
経
済
の
行
方
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
の
で
、
よ
く
よ
く
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
国
際
情
勢
の
分
析
で
定
評
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
電
子
情
報
誌
『
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
・
コ
ム
』
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
四
日
版
）
が
次
の
よ
う
な
イ
ラ
ク
侵
攻
作
戦
の
シ
ナ
リ
オ
を
報
じ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
（
１
）
一
月
中
旬
＝
米
本
土
で
予
備
役
、
州
兵
の
一
部
　
を
動
員
。
（
２
）
一
月
二
七
日
＝
国
連
の
イ
ラ
ク
大
量
破
壊
兵
器
　
査
察
団
の
ブ
リ
ク
ス
委
員
長
に
よ
る
査
察
結
果
の
最
　
終
報
告
提
出
。
国
　
連
安
保
理
が
こ
れ
　
に
基
づ
い
て
イ
ラ
　
ク
の
安
保
理
決
議
　
違
反
。
（
３
）
一
月
二
九
日
　
か
ら
二
月
三
日
に
　
か
け
て
＝
空
爆
の
　
開
始
。
期
間
は
四
　
〜
六
週
間
。
最
初
　
の
一
週
間
で
防
空
、
通
信
機
能
な
ど
の
戦
略
目
標
を
　
壊
滅
、
以
後
は
イ
ラ
ク
地
上
軍
の
戦
闘
力
弱
体
化
に
　
あ
て
ら
れ
る
。
後
半
か
ら
巡
航
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
も
は
　
じ
ま
る
。
（
４
）
二
月
十
日
前
後
＝
イ
ラ
ク
西
部
お
よ
び
北
部
で
　
特
殊
部
隊
に
よ
る
局
地
作
戦
開
始
。
す
で
に
イ
ラ
ク
　
西
部
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
特
殊
部
隊
が
、
北
部
に
は
　
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
部
隊
が
潜
入
し
て
い
る
と
い
う
。
（
５
）
三
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
＝
ク
ウ
ェ
ー
ト
　
か
ら
の
米
正
規
軍
部
隊
に
よ
る
本
格
的
地
上
作
戦
開
　
始
。
最
低
四
週
間
継
続
。
英
軍
水
陸
両
用
部
隊
の
イ
　
ラ
ク
南
部
上
陸
の
可
能
性
も
大
き
い
。
（
６
）
バ
ク
ダ
ッ
ド
攻
略
＝
時
期
は
上
記
の
作
戦
の
進
　
行
速
度
に
よ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
最
も
懸
念
し
て
い
る
　
の
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
攻
防
戦
の
長
期
化
で
あ
り
、
こ
れ
　
を
避
け
る
た
め
に
も
、
作
戦
の
早
期
開
始
を
目
指
し
　
て
い
る
。
　
軍
事
的
シ
ナ
リ
オ
以
外
に
も
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
亡
命
な
い
し
フ
セ
イ
ン
政
権
転
覆
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
政
治
的
シ
ナ
リ
オ
の
準
備
も
か
な
り
真
剣
に
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
フ
セ
イ
ン
大
統
領
が
ひ
そ
か
に
リ
ビ
ア
と
ス
ー
ダ
ン
に
亡
命
受
け
入
れ
を
打
診
し
た
と
い
う
報
道
が
流
れ
た
が
、
最
近
で
は
、
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
が
同
大
統
領
を
モ
ス
ク
ワ
に
亡
命
さ
せ
る
可
能
性
を
話
し
合
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
イ
ラ
ン
と
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
漏
れ
て
き
た
。
敗
北
必
至
と
見
た
イ
ラ
ク
軍
部
内
に
反
フ
セ
イ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
す
動
き
も
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
イ
ラ
ク
情
勢
は
、
い
ま
や
何
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
極
度
の
緊
迫
状
況
に
あ
る
よ
う
だ
。
（
ア
ジ
ア
研
究
所
長
・
友
田
　
錫
）
（
５
）
都
市
化
率
：
二
〇
〇
〇
年
三
六
・
二
％
、
二
〇
　
二
〇
年
五
六
％
。
（
６
）
大
学
進
学
率
：
二
〇
〇
〇
年
十
一
％
、
二
〇
〇
　
二
年
十
三
％
、
二
〇
二
〇
年
三
〇
％
。
　
曹
氏
の
示
し
た
目
標
値
は
そ
れ
自
体
決
し
て
高
す
ぎ
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、二
〇
二
〇
年
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、当
面
の
経
済
・
社
会
に
存
在
し
て
い
る
諸
課
題
が
解
決
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
　
二
〇
〇
二
年
八
月
十
三
日
に
終
了
し
た
「
北
戴
河
会
議
」（
避
暑
地
、
党
、
政
府
の
要
人
が
重
要
会
議
を
行
う
）
で
は
、
朱
鎔
基
首
相
が
一
〇
項
目
の
経
済
面
に
お
け
る
当
面
の
重
要
課
題
を
指
摘
し
た
と
さ
れ
る
（
『
争
鳴
』
二
〇
〇
二
年
九
月
号
）。そ
れ
は
（
１
）
政
治
・
行
政
体
制
が
経
済
改
革
に
適
応
で
き
て
い
な
い
。
（
２
）
失
業
者
の
増
加
に
比
較
し
雇
用
機
会
の
創
出
が
不
十
分
。
（
３
）
農
村
の
経
済
構
造
に
問
題
が
あ
る
う
え
、
中
央
の
農
民
へ
の
配
慮
が
十
分
で
な
い
。
（
４
）
国
有
資
産
の
流
失
、
党
・
行
政
部
門
に
お
け
る
小
金
庫
の
存
在
や
虚
偽
の
報
告
な
ど
に
み
ら
れ
る
不
正
問
題
。
な
ど
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
が
構
造
的
な
も
の
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
い
ず
れ
も
「
小
康
社
会
」
到
達
へ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
。
ま
た
前
述
の
と
お
り
江
沢
民
報
告
の
第
四
章
は
、
多
様
な
所
得
格
差
の
拡
大
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
国
の
指
導
層
が
認
識
し
て
い
る
と
お
り
格
差
の
是
正
は
中
国
経
済
が
長
期
的
に
抱
え
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
中
国
社
会
の
安
定
度
は
こ
の
問
題
の
是
正
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
（
こ
ば
や
し
ひ
ろ
な
お
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵
攻
作
戦
の
シ
ナ
リ
オ
